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特集 

Conophytum burgeri 
Web シャボテン誌にお問い合わせやご投稿を頂く品種の中で最も多いのがブルゲリです。 

見ているとホッとする、癒される、可愛い、そして皆様、ブルゲリが好きなのです。 

この特集は、皆様からお預かりした burgeri の写真を掲載しました。 

研究資料として、海外からの情報として、美のサンプルとして、ハンドルネームだけの方

や匿名の投稿もあります。 

 

C.burgeri 脱皮の過程 

これは、錦園園主・故・田中正人氏がブルゲリの断面をガラスに付けて時系列で撮影され

た資料です。（ガラス越しに成長過程を見ることが出来ます。）他の球形メセンも生長点が

下部にあるので、概ね、同じように新球を形成し、脱皮していきます。 

  
① そろそろ休眠… ② よく見ると次年度の芽が… 

  
③ 外皮が乾燥し球体も乾燥気味 ➃ 外皮の乾燥が進み新球が成長 

  
⑤ 新球が大きくなり旧体は乾燥 ⓺ 外皮が外れて新球出現！ 
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こんなブルゲリも！ 

 

  
 

 
 

 

 

上の C.burgeri は実生から出現したものだそう

です。栽培者の二瓶和宏氏によると、「綴化」で

は？とのことですが、何とも不思議な植物です。

このブルゲリは、海外に飛び立っていったそう

ですが、以後、同タイプの植物の情報を耳にし

ませんので一代限りの珍種なのでしょう。 

 
実生からは、時折、左写真のような発芽も見ら

れます。 
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C.burgeri の原産地写真 

 
原産地写真では、国内の鉢栽培や実生とは違ったブルゲリが見られます。 

情報を下さいました海外の皆様に御礼申し上げます。 

 
 

 

 

C.burgeri は南アフリカ中西部の、こんな所

に自生しているのだそうです。 

Abraham Burger 氏所有の農場で、同氏に

より発見され、同氏に因んで burgeri と命

名されて 1967年に発表されたそうです。 

下の2枚は休眠期の写真ということですが、

鉢栽培の休眠とはかなり感じが異なりま

す。自然に生きても、鉢で開花しても、ど

ちらをとっても魅力的な植物です。 

 
 

  
 


